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を必要とすると称し,BESCHER3)は Oak61b/foot3,-Pine81b/foot3 の Creosote或は Creosote-

































































ロククケは 30oC附近にあるものと思われる｡ こげ結果は平LIS),桂】7)の結果と大体一致する｡ 筆
者等は今後の実験に於て,前者は 36oC,後者は 32oC に於てそれぞれ柘藁を行った｡





しようという培養法 (Cultur method) は方法は簡単であるが,木材小片に防腐剤を藩潤せしめ
て,材の腐朽程度から検定する材片法との問に,結果に相当の差異を生ずることもあるので,培養
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港の結果をそのまま適用することが困難な場合もある｡併し,一応埼養法によりCreosoteの供試
薗発育阻止状態を観察した｡
CreosotelOml･に同量のアラビヤゴムを加え,水で稀釈 して 100m1.よし,これを Creosote10
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菌叢直径 (mm.)を比較したが,各区3枚の Petridish を用い,2回実験を行った｡培養温度は
前項の実験と寓様である (第3表)｡
第 3表 重油を含んだ寒天培養基上に於ける供試菌の菌糸発育 (2回実験結果平均)
(Mycelialgrowthofthewood-rottingfungiontheculturemediacontaining
variousconcentrationofheavyoil. Averageof2replications.)
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ぎ由 温 oC Creosote単用 重油単用慢eoBote(f:Elf)& Creosote及 重油混J合 (1:3)















*180C., **170C., ***220C., ****200C.下で行った｡














二 ≒ 三 三
〇
-- ㊨- Creosote Sp.gr.1.084
- ×- HeavyoilSp.gr.0.901




30 5TO 70 70
温 度 (oC)
第4表及び第 1図に於て明かな如 く,重油は Creosoteに比Lで粘度は頗る大きいが,油温が上
昇すれば粘度は急激に低下する｡ 而 して Creosote及び重油を混じた場合 も,粘度は Creosoteに
此 して精々高いが,油温の上昇 と共に低下することは重油と同様である｡従って実際問題 として粘
度の点か ら往来を考えるならば, Creosote 単用の場合は特に温度を考慮に入れる必要はないが,
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lkgの油の激閏体積
枕木当 り油注入量

















































るO 而して供試両枕木共その劇閏状態はこの点に於ては 100% に達せず,痔に P･Cギ･注入枚不に一













































2. 5% P.C.P.注入 ㌔
3. Creosote,重油混液 (1:3)注入
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の原因の一つ と考 えられる◎最近井上,黒木9)は P.C.P.を枚棟油に溶解して相当の効果をあげて
いるo従って この問題は改めて検討 を要する0
1･ 筆者等峰風化(Weathering)の実験 を行って いない｡併しとれは極めて大切な問題であって,














3･ Creosote を含む寒天培養基上, 8日間の観察結果では!ヒイロクケ及びホウロククケ共に
Creosote0.1% 加用培養基上では発育しない｡
4. 重油の腐朽薗発育抑制は,Creosoteに比して極めて弱く,ヒイロクケは 5% ホウロククタ
イま1%で,その発育を停止する｡
声･ Creosote並に重油の粘度を測定 したが,常温に於ける粘度は後者は前者に比 して極めて大
きい｡併し温度が上昇するよ重油の粘度は急激に低下する｡
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